

































東アジアの伝統的な学問の重要性を唱えて建てた「二松學舍」という漢学塾が原点です。近代は西洋化の時代です。創設者の三島中洲は、なぜそのような時代に漢学という旧来的で伝統的な学問を提唱したのでしょうか。その意味は、おそらく本学がいまだに定員四百名の文学部と、さら 中国文学科を持ち、そして東アジア学術を掲げる研究所を持っていること、 して同様に、貴学が漢文学科を持ち、佔畢斎研究所を持っていることと、同じ意義を持っている だと私は思います。　
その意義とは、ひとことで言えば人文学の重要性です。古典、あるいは伝統を中心に据える人文学というものは、政治や経






































































































































































































































































































































の歌ではなく、周王朝の儀礼に供する歌であったと考えられます。王朝の儀礼には賛美の歌が必要です。周 いう王朝がどのようにし 生ま のか、どのような偉人・英雄が創業に関 ったのか、そういった内容を歌う周王朝の頌歌、それが『詩経』の中心でした。今の編目でいえば、雅と頌がそれに当たります。　
周王朝の賛歌である雅・頌と、それぞれ 地方で歌われた神霊祭祀歌 ある風とが一つの集とし 編纂されたのは、恐らく




















かないということ、また上に紹介し 「毛序」の解釈が、前 の後期 ものだというこ が言いたいためです。つまり
、『詩




















































































































 「夭夭」 の解釈については、 牧角悦子 「夭夭をめぐる解釈――聞一多 『詩経新義』 『詩経通義』 を手掛かりに―― （日本聞一多学会 『神話と詩』 第十一号
　
二〇一三年）
参照。
（６）
　『詩経』の最終的な編纂の過程については、岡村繁「 『詩経』とその詩人たち」 （岡村繁教授退官記念論集『中国詩人論』汲古書院
　
一九八六年）参照。

（７）
　
 曹植の表現における『詩経』の受容については、 牧角悦子「曹植における楽府の変容――「興」的表現と物語性を巡って――（六朝学術学会『六朝学術学会報』第十三集
　
二〇一二年）参照。
（８）
　
近代の詩経解釈については、牧角悦子「想像 歯車――聞一多の詩経研究――」 （日本詩経学会『詩経研究』第二十六号
　
二〇〇一年）参照。
